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2．日本におけるバイオマス利用
●   日本のエネルギー需要全体に占めるバイオマス
の割合は 1～ 2％程度。利用可能な利用可能量
は 6％程度と推定される
●   日本で利用可能なバイオマス資源の半分以上が
森林由来のバイオマス
●   廃棄物バイオマス（量的限界，ひっ迫），資源作
物，輸入バイオマスの問題点








●   電気事業者による再生可能エネルギー電気の調
達に関する特別措置法（FIT）が 2012年 7月よ
り施行




●   （木質）バイオマス熱のグリーン熱証書認証事業
開始（11年 1月）
●   再生可能エネルギー等の熱利用についても，よ
うやく脚光
●   総務省　バイオマスの利活用に関する政策評価
（11年 2月）












































●   木質バイオマス発電のモデル事業の規模が
5000 kWと大きく，6～ 10万トンの木質チップ
が必要とされ，実現が難しい




●   電力買取価格が規模別とならなかったため，大
規模発電では，パルプ材や建築用材と原料が競
合するおそれがある












●   適切な理解のもとに使えば有望なエネルギーだ
が，これまでは失敗の連続だった
●   林業振興，国産材利用拡大と合わせながら，時
間をかけて適切な利用のしくみをつくり挙げる
べき
●   廃棄物の有効活用も引き続き進めるべき
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